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上
気
道
炎
に
お
け
る
抗
菌
薬
適
応
の
是
非
に
つ
い
て
　
井
上
病
院
　
内
科

前
田 

忠
昭

日
本
内
科
学
会
総
合
内
科
専
門
医

日
本
腎
臓
学
会
腎
臓
専
門
医

日
本
透
析
医
学
会
専
門
医

　

昨
年（
２
０
１
５
年
）
の
４
月
よ
り
井
上
病

院
内
科
勤
務
と
な
り
ま
し
た
前
田
と
申
し
ま
す
。

外
来
で
は
腎
臓
内
科
を
標
榜
科
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
一
般
内
科
外
来
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
特
に
診
察
頻
度
が
高
い
疾
患
の
1
つ
で

あ
る
急
性
上
気
道
炎
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
急
性
上
気
道
炎
と
は

　

急
性
上
気
道
炎
は
、
感
染
部
位
に
よ
っ
て
鼻

炎（
こ
こ
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
含
ま
な
い
急
性

感
染
性
の
も
の
を
指
し
ま
す
）、
咽
頭
炎
、
扁

桃
腺
炎
、
喉
頭
炎
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
急
性

上
気
道
炎
の
原
因
は
、
大
ま
か
に
は
ウ
イ
ル
ス

性
が
8
～
9
割
、
細
菌
性
が
1
～
2
割
と
い

わ
れ
て
お
り
、
ウ
イ
ル
ス
性
の
多
く
は
経
過
と

と
も
に
自
然
治
癒
す
る
こ
と
、
ウ
イ
ル
ス
性
の

場
合
は
細
菌
性
と
違
い
感
染
部
位
が
上
記
分

類
し
た
複
数
部
位
に
わ
た
る
こ
と
が
多
い（
胃

腸
炎
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
こ
と
か

ら
、
総
合
し
て
感
冒
＝
風
邪
症
候
群
と
診
断

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
抗
菌
薬
が
効
果
を

発
揮
す
る
の
は
細
菌
性
感
染
症
で
あ
る
1
～

2
割
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
こ
の
場
合
は
抗
菌
薬

は
必
要
が
な
い
＝
効
果
が
期
待
で
き
な
い
状

態
と
い
え
ま
す
。
こ
の
場
合
は
去
痰
薬
や
解
熱

鎮
痛
薬
に
よ
り
症
状
を
軽
快
さ
せ
て
自
然
治
癒

を
待
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
性
上

気
道
炎
の
中
に
も
強
い
症
状
を
示
す
疾
患
が
あ

り
、
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
は
高
齢
の
方
、

喘
息
は
じ
め
慢
性
呼
吸
器
疾
患
な
ど
の
基
礎
疾

患
が
存
在
す
る
方
は
重
症
化
に
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
喉
頭
炎
、
扁
桃
腺
炎
は
重
症
化
し

た
場
合
に
は
食
事
や
水
分
摂
取
が
困
難
に
な
っ

た
り
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
窒
息
に
至
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
十
分
留
意
の
上
で
適
切

な
治
療
を
選
択
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
と
し
て
の
漢
方
薬

　

近
年
漢
方
薬
に
よ
る
上
気
道
炎
治
療
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
保
険

適
応
と
な
っ
て
い
る
麻
黄
湯
は
、
代
謝
の
亢
進

効
果
に
加
え
て
ウ
イ
ル
ス
増
殖
抑
制
効
果
や
罹

患
期
間
の
短
縮
効
果（
他
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治

療
薬
と
差
が
な
い
）の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
初
期
の
感
冒
：
葛
根
湯
、
感
冒
＋
鼻
炎
：

小
青
竜
湯
、
扁
桃
腺
炎
：
桔
梗
湯
、
を
は
じ
め
、

保
険
適
応
と
な
っ
て
い
る
薬
は
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
感
染
症
に
対
し
て
の
漢
方
薬
治
療

は
症
状
変
化
や
経
過
に
よ
っ
て
は
効
果
の
あ

る
薬
剤
が
変
わ
り
、
症
状
改
善
が
芳
し
く
な
い

場
合
は
使
用
を
継
続
す
る
よ
り
抗
菌
薬
以
外
の

薬
を
含
め
た
他
剤
へ
の
治
療
変
更
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
短
期
決
戦
的
な
使
用
法
を

と
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
先
述

の
麻
黄
湯
に
含
ま
れ
る
代
謝
を
高
め
る
成
分
が
、

高
齢
者
で
元
々
体
力
が
低
下
し
て
い
る
方
に
は

悪
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
漢
方
薬
の
選
択

自
体
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

■
細
菌
感
染
症
の
場
合

　

解
熱
薬
や
漢
方
薬
に
よ
る
対
症
療
法
で
自
然

治
癒
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
細
菌
性
感
染

症
の
場
合
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
比
べ
て
全
体

的
に
症
状
が
重
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
病

勢
が
強
い
場
合
は
抗
菌
薬
の
選
択
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
注
意
す
べ
き
症
状
と
し
て
は
、

・
悪
寒
を
伴
う
高
熱（
38
・
0
℃
以
上
）。

・
喉
の
痛
み
に
よ
る
飲
食
の
不
可
。

・
鼻
汁
や
痰
に
黄
や
緑
な
ど
の
色
が
つ
い
て
膿

性
に
な
り
、
か
つ
量
の
増
加
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
る
場

合
は
細
菌
感
染
症
病
勢
の
悪
化
を
疑
い
ま
す
。

以
上
を
ま
と
め
ま
す
と
、

・
上
気
道
炎
に
対
し
て
、
基
本
的
に
は
抗
菌
薬

が
必
要
な
い
。

・
漢
方
薬
は
対
症
療
法
の
み
な
ら
ず
、
ウ
イ
ル

ス
自
体
を
抑
制
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
も

の
も
あ
る
が
、
病
状
に
よ
っ
て
は
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
た
め
、
選
択
に
は
相
応

の
慎
重
を
要
す
。

・
細
菌
感
染
症
の
活
動
性
が
強
い
場
合
に
は
、

積
極
的
抗
菌
薬
使
用
が
必
要
と
な
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
基
礎
疾
患
が
あ
っ

た
り
、
重
症
化
の
サ
イ
ン
が
あ
る
場
合
は
、
抗

菌
薬
使
用
を
含
め
た
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
な

る
旨
を
心
に
留
め
な
が
ら
、
今
後
も
診
療
に
あ

た
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
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肺炎球菌ワクチンについて

健康寿命とは「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」のことです。
65歳を過ぎると加齢とともに免疫機能が低下するため、感染症にかかるリスクが高くなります。

「病気にならないように予防する」ことはとても大切なことで、
「肺炎の予防対策」も重要課題となっています。

なぜ「肺炎の予防対策」が必要なの？

「健康寿命」という言葉をご存知ですか？

　日本における死因の第1位は「がん」、次いで「心疾患」そして第3位が「肺炎」です。また、肺炎で亡くなる年間
約12万人中、65歳以上の割合は97%なのです。
　肺炎球菌は気管支炎や肺炎、敗血症などの重い合併症を引き起こすことがあります。「予防接種」や「ワクチン」
と聞くと、乳幼児のためのものと思いがちですが、加齢とともに免疫機能が低下するため、感染症にかかるリス
クが高くなります。

「肺炎球菌ワクチン」について
　「肺炎球菌ワクチン」は、肺炎球菌による感染症（肺炎など）を予防するワクチンです。肺炎球菌にはたくさんの
型があるので全てを予防できるわけではありませんが、接種しておくことで、ワクチンに入っている型が原因の
ものには予防効果が期待されます。インフルエンザと同じように副反応（接種部位の腫れ・赤み、筋肉痛、
だるさ、発熱など）が生じることがあります。
　接種後、気になる症状や体調の変化がありましたら医師にご相談下さい。

肺炎死亡者数に占める
65歳以上の高齢者の割合

その他
3％

65歳以上
97％

主な死因別死亡数の割合

その他
26％

心疾患
15％

悪性新生物
29％

肺炎
10％

自殺
2％

老衰
5％

不慮の
事故
3％ 脳血管疾患

10％

厚生労働省：平成24年人口動態統計月報年計（概数）の概況より作成


